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Å 2003年度の売上高 14.2兆円（前年比+1.4%)
Å従業員数：53.5万人、事業所数：7380

出典：特定サービス産業実態調査

情報サービス産業プロファイル

Å 売上高・従業者数は高成長からの伸び悩み
Å 事業所数の削減傾向（7年連続）から見られる集中化

情報サービス産業の売上高・従業者数・事業所数の推移
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組込みソフトウェア産業プロファイル

組込みシステムの
ソフトウェア開発費

40.6%
2.4兆円

組込みシステムに
関連しない開発費

20.5%

組込みシステムの
前者以外の開発費

7.9%

11.9% 組込みシステムの
ハードウェア開発費

（電子系）

19.1%

組込みシステムの
ハードウェア開発費

（機構系）

開発費 総計
5.9兆円

開発に占めるソフトウェア開発費

開発者数： 17.5 万人従事者数： 53.5 万人

開発規模： 2.4 兆円売上規模： 14.2 兆円
組込みソフトウェア産業情報サービス産業

ハードウェア（電子系）
技術者

21.7%

ハードウェア
（機構系）技術者

12.2%

その他の技術者

19.7%

組込み
ソフトウェア
技術者

46.3%
17.5万人

組込み
システム
技術者総数

約38万人

組込みソフトウェア技術者の比率

出典： 経産省 2005年版組込みソフトウェア産業実態調査より
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受注ソフトウェア開発がおおよそ半分を占めるIT産業
Å 全売上高 14.5兆円の47%
は受注ソフトウェアの開発
＝ 6.8兆円

Å ソフトウェアは各産業のサー
ビスの実現にかかせない
ï 経営者意識：
情報システムは経営戦略を遂
行する上で「欠かせない存在」
とする意見が78.9%

2%2%

9%

10%

13% 17%

47%
(6.8兆円)

受注ソフトウェア
開発

情報処理
サービス

システム等
管理運営受託

ソフトウエア
プロダクツ

その他

データベース・
サービス

各種調査

14.5
兆円

2004年特定サービス産業実態調査 &日経コンピュータ 「2005年経営者の情報化意識調査」

では、
Å その意識にかなった
Å その規模を作り上げる
開発をしてきたか?
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ソフト

ソフトウェアの開発はだんだん複雑に

ソフト
ソフト

ソフト

ソフト

ソフト

ソフト

ソフト

単一
システム

ネットワーク化した
システム

システム
of システムs

追加・修正や ラッピング

ソフトウェアの変遷：

Å サイズは大規模化
Å モノリシックな作りから複雑化

人の投入で問題は解決できないと分かりつつ
も、人月に代わる管理方法が見つからず...
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ブルックスの法則は健在

Å “遅れているソフトウェア開発への要員追加はさらに開発を遅らせる”
ï 人数10倍になると生産性は 1/3
ï 20人月＝4人×5ヶ月だが＝ 2.5ヶ月ならば、8人？
→否： 1.4倍は働かなければならない
∵人の開発できる量は一定、コミュニケーションオーバーヘッドなどが増加

出典：IPA ソフトウェア・エンジニアリング・センター “ソフトウェア開発データ白書2005”

一定だと取替可能な人月

「月平均要員数」とは
1. 工数（人時）を166時間で人月へ
2. 1.を工期（月）で割る

0.27
月平均要員数 0.52
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ソフトウェア開発には何が求められているか

なぜなら...
Å ソフトウェアはサービス/製品の形をとって初めて顧客の満足を得る
Å 最終顧客のニーズに結びついて初めて価値を生み出す

ところで、今のソフトウェア開発は顧客ニーズに
応えられているか？

ところで、今のソフトウェア開発は顧客ニーズに
応えられているか？

顧客ニーズにすばやく対応し、その時々に必要な
サービス/製品を経済的に提供する

1. 迅速性（タイムリーでないと意味がない）
2. 柔軟性（顧客ニーズの変化へ対応）
3. コスト低減（既存資産や資源の活用）

顧客ニーズにすばやく対応し、その時々に必要な
サービス/製品を経済的に提供する

1. 迅速性（タイムリーでないと意味がない）
2. 柔軟性（顧客ニーズの変化へ対応）
3. コスト低減（既存資産や資源の活用）
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価値を生み出していないソフトウェア・システム

Â ソフトウェア・システム発注者から見たムダ

Â IT資本ストック16兆円、IT費用5兆円のうち30-50%が不良

無価値
資産
（2.3兆）

不利用
資産
（2.1兆）

IT資本ストック
（16兆円）
Å HW
Å SW
Å 開発
アプリケーション

IT費用（5兆円）
Å HW保守料
Å SW保守料
Å 業務委託コスト
Å 通信関連コスト
Å 人件費

不必要な費用
（1.4兆）

削減可能な費用
（1.2兆）

IT良資産 IT不良資産

ユーザが利用していな
いシステム

ユーザが利用していな
いシステム

利用されているが投資
に見合った効果を生み
出していないシステム

利用されているが投資
に見合った効果を生み
出していないシステム

上記の2つの資産があ
るために支払っている
費用

上記の2つの資産があ
るために支払っている
費用

より低価格な保守がで
きるはずなのにかけて
いる余分費用

より低価格な保守がで
きるはずなのにかけて
いる余分費用

出典： ブーズ･アレン･アンド･ハミルトン
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不良資産ではなくても“負”の資産

Â不良資産ではないものが...
⇒ “負”の資産化

Â制約や“しばり”に...
Â古いシステムを利用する必要があるために、新しい技
術を利用できない（あるいは利用するのが難しい）

Â低いパフォーマンス

Â古くなるにつれ、本来新しいシステムで可能な最大のパ
フォーマンスを出せない状況へ陥る
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ソフトウェア製品は「進化」が必然
Å ソフトウェアは現実の変化の影響を受けるとともに、それ自身が現実を変化
させる＝ ソフトウェアは変化し続ける or 変化せずに次第に有用でなくなる

参考： M. M. Lehman "Laws of Program Evolution" 1978

現実

ソフトウェア

抽象化した
現実

モデル

要求仕様

変更

現実

ソフトウェア

問題に対する
解

正式な
問題記述

Å ソフトウェアが変化に対応し続けるかぎり、その複雑さが増す
＝複雑さを排する努力が必要となる

∴厳格に保守し、現実の運用環境の変化に追随する必要がある
→そうしなければ、「品質が下がった」と認識される

S-Type E-Type
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今まで：

Å 主に人の能力に頼る方法
⇒人に「だけ」頼る方法は破綻

これから：

1. 人の能力に頼るとともに、
2. 共有できる知的資産を蓄える

人的資産のみでの対応

人的資産＋
知識資産での対応

+
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仕様書

M1

M2

Mn

. . .

設計書 コード顧客ニーズ

ソフト

ソフト

ソフト

ソフト資産

Â 顧客ニーズに合わせ、ソフトウェア・システムを開発

Â 開発されたソフトウェア資産は溜まっていく

上の図は何かがおかしい？上の図は何かがおかしい？
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ソフトウェア開発の流れ

仕様書

M1

M2

Mn

. . .

設計書 コード顧客ニーズ

ソフト

ソフト

ソフト

ソフト資産

Â 個々の段階での適切な抽象化→ステークホルダーや関心事の違いを捕捉

Â 各段階で適切に記録とV&V ←最終成果物（顧客ニーズ）との整合性

適切な抽象化を行い、それを記録する
各段階で具現化したものに対してV&V（顧客ニーズ）

適切な抽象化を行い、それを記録する
各段階で具現化したものに対してV&V（顧客ニーズ）

V&V V&V V&V V&V

N

S

N

S

N

S

N

S




